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各位 

United States Coast Guard (USCG)は、外国籍サブスタンダード船に対して、米国領域内への入港を

禁止する手順をまとめた方針文書“BANNING OF FOREIGN VESSELS”（CG-543 Policy Letter 
10-03、2010 年 9 月 1 日付）を発行しました。 
 
本方針によれば、米国の法規、国際条約等の要件を満足するよう要求される米国領域内を航行する

全ての外国籍船舶に対して、過去 12 ヶ月以内に 3 度、USCG によって拘留され、安全管理システム

（SMS）を効果的に実施できなかったことが拘留の一因と判断された場合、入港禁止通知書“Letter 
of Denial”が発行されます。ただし、拘留回数が 12 ヶ月以内に 3 回未満の場合であっても、以下の

場合においては、USCG 本部の判断に従い“Letter of Denial”が発行されることがあります。 
 
1. 船舶、乗組員の安全あるいは海洋環境に対して著しい危険がある場合 
2. 過去に海洋環境に対して安全でない、あるいは脅威をもたらすような船舶事故、海洋汚染事故

あるいは重大な修理上の問題がある場合 
3. 米国の法規に違反するような油流出などがある場合 
 
なお、本方針は、2010 年 9 月 1 日より実施されており、実施日以前の時期を含む 12 ヶ月以内の拘

留などの履歴が対象になります。 
 
ま た 、 U. S. Department of Homeland Security United States Coast Guard の ウ ェ ブ サ イ ト

(https://homeport.uscg.mil/)内の“Missions > Port State Control > Foreign Vessel Safety > Banning of 
Foreign Vessels”において、本方針文書及び入港禁止の対象となった船舶のリストが公開されていま

す。また、United States Coast Guard Maritime Information Exchange(CGMIX)のウェブサイト

(https://cgmix.uscg.mil/)内にあるデータベース検索システム“Port State Information Exchange”の

“Vessel Search”機能を利用すれば、船名等の必要情報を入力することで、その船舶の USCG による

拘留等の履歴を確認することができます。 
 
本方針文書に示されている米国領域内への入港を禁止する手順の概略は以下のとおりです。 
 
1. PSC 検査官は、USCG により、過去 12 ヶ月以内に 3 度の拘留履歴がある船舶に対して、PSC 検

査実施前に、SMS 上著しい問題があるかどうか確認するため、指摘事項、拘留、船舶事故、海

洋汚染事故あるいは違反等の履歴を詳細に調査する。また、この調査は、他国が実施した PSC
検査の記録についても実施される。 

2. 上記調査において、対象船舶を再び拘留する場合、PSC 検査官は、指摘したサブスタンダード

な状態が、SMS が効果的に実施されなかったことに起因するかどうか評価する。 
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3. SMS が効果的に実施されていないことを示す明確な根拠が見出された場合には、PSC 検査官

は、SMS に関する詳細な検査(Expanded exam of the SMS)を実施する。ただし、これまでどおり

拘留につながった指摘事項が改善され次第、拘留は解除される。 
4. USCG 本部は、本船の拘留等の記録を検証し、これまでの拘留について、会社、本船の士官あ

るいは船籍国政府が、不適合の再発防止のためにサブスタンダードな状態および不十分な

SMS を改善するための予防処置を講じているかどうか調査する。 
5. 不適合の再発防止のために適切な是正処置が実施されていないと判断した場合、USCG 本部

は、船主及びDOC上の管理会社に対し、入港禁止通知書“Letter of Denial”を発行し、USCG 本

部が満足するまでの具体的な処置が完了されるまで、米国領域内への入港を禁止する。 
6. この入港禁止の措置は、船舶の IMO 番号で管理されるため、売船、管理会社変更、船名変更

等の要目変更にかかわらずその効力は維持される。 
7. “Letter of Denial”において要求される事項全てについて提出された情報の調査が満足できるも

のであれば、USCG 本部は、“Letter of Acceptance”を発行し、船主及び管理会社等に通知す

る。 
8. “Letter of Acceptance”発行後、本船が米国領域内に入港する前に、“Priority I PSC exam”の実

施が要求され、その PSC 検査が満足に完了すれば予定通りに航行することが認められる。満足

に完了せず、重大な不適合あるいは拘留の原因となる指摘事項が見つかった場合には、再び拘

留される。 
9. USCG 本部は、“Letter of Acceptance”発行後 12 ヶ月以内に船舶が拘留された場合、その拘留に

ついて調査を行い、会社あるいは船籍国政府が、不適合の再発防止のためにサブスタンダード

な状態および不十分な SMS を改善するための予防処置を講じていないと再び判断すれば、2 度

目の“Letter of Denial”を発行し、最低 12 ヶ月間かつ SMS が効果的に実施されるまで、米国領域

内への入港を禁止する。 
10. 船主は、USCG 本部に対して、いつでも“Letter of Denial”についての再考を要求することができ

る。また、本方針について不明な点があれば、USCG 本部の Commandant(CG-5432)（電話番号：

+1-202-372-1235）にて対応する。 
 
 
なお、本件に関してご不明な点は、以下の部署にお問い合わせください。 
 
財団法人 日本海事協会 （ClassNK） 
本部 管理センター 検査技術部 
住所: 東京都千代田区紀尾井町 4-7（郵便番号 102-8567） 
Tel.: 03-5226-2027 / 2028 
Fax: 03-5226-2029 
E-mail: svd@classnk.or.jp 
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